
下東条小学校
学校だより １月号 令和５年１月１0日

【今年度の学校重点目標】

「笑顔と規律」「学びを楽しむ活力ある児童の育成」
－学ぶ楽しさにあふれ､夢や希望を持って共に伸びる集団づくり－

見事な日の出のもとに新たな年を迎え、

気持ち一新してのぞむ１月

新年あけましておめでとうございます。

今日から２０２3年、令和5年の新たな年の３学期スタートです。いよいよ令和4年度の

学校生活も残すところあと３ヶ月となりました。３学期は、１年間の締めくくりをすると

同時に、次の学年や中学校進学に向けてのまとめの時期です。

今年の干支、卯年は、いろんな説がありますが、「卯」は穏やかな

うさぎの様子から安全、温和の意味とうさぎのように跳ね上がるとい

う意味があり、卯年は何かを開始するのに縁起がよく、希望にあふれ、

飛躍する年になると考えられています。昨年は、予定していた行事を

すべて実施することができ、さらに、どの行事もみんなよく頑張って、

自身の大きな成長につなげることができました。この３学期や今年は、これまでの努力が

実を結び、勢いよく成長し飛躍するような学期や年にして下さい。

そのためにも、２学期終業式で話したように、「学年に応じて出来ること・するべきこと

をしっかりとやり切る」「あいさつ」「スマホ・ゲームのルール」、この３つをよく意識して

過ごして下さい。特に、家庭学習・自主学習を充実させ、この１年間で学習した内容を確

実に理解・定着させ、次の学年や中学校進学への準備ができるように頑張って下さい。

初めの干支の所でも書きましたが、「卯」という字は左右に開かれた門の形からできたと

言われており、閉じていた門が開き「とび出る」という意味も込められています。コロナ

禍になってから3回目の年明けを迎えましたが、今年こそ、コロナによって色々と閉じられ

ていた門を開き、自分の夢や希望に向けてとび出せる年にして下さい。

(低学年の人は、お家の人に読んでもらって下さい。) 学校長

保護者の皆様へ
明けましておめでとうございます。

コロナ禍から3回目の新年、また、3年ぶりに「行動制限のない年末年始」

となりましたが、各ご家庭での感染防止対策のおかげで、２０２3年、今年

も無事子ども達の元気な笑顔に出会えることができました。保護者や地域の

方々のご理解ご協力に感謝しています。

また、２学期末に行った個人懇談には、平日のお忙しい中、時間を割いて

いただき、ありがとうございました。個人懇談や学校評価アンケートでいただいた貴重な

ご意見を今後の心豊かで活力ある児童の育成に活かしていきます。

まだまだ、先の見えない新型コロナ対応に加えインフルエンザの流行も懸念される日々

が続きますが、そんな世の中だからこそ、これからの社会の急激な変化に臨機応変に対応

できるように、「学びを楽しみ、夢や希望を持って、みんなで協力し仲間と共に伸びる子ど

も」の育成を目指して、本年も下東条小学校教職員一同、お子様の将来に責任を持って、

教育活動に尽力していきます。さらなるご理解ご協力のほど宜しくお願い致します。



１２月の学校の様子について･･･

６年生しめ縄づくり (イオン) ３年生社会見学 (小野防災センター) 児童集会(ｸﾘｽﾏｽ集会)

全校生国際交流体験 １年生お店屋体験学習 児童地域訪問

令和５年 １ 月 の 行 事 予 定

１ 日 元日 １７ 火 避難訓練(地震)

２ 月 振替休日 １８ 水 なかよし読書・学習

３ 火 冬 季 休 業 １９ 木

４ 水 ２０ 金 PTA学級役員改選 なかよし班遊び スマチャレ

５ 木 ２１ 土 PTA ﾘｻｲｸﾙﾃﾞｰ 北播小学校駅伝大会

６ 金 ２２ 日 (ﾘｻｲｸﾙﾃﾞｰ予備日)

７ 土 ２３ 月 ５年プログラミング学習

８ 日 ２４ 火

９ 月 成人の日 ２５ 水 委員会活動

１０ 火 ３学期始業式 ２６ 木

１１ 水 給食開始 ２７ 金 新１年生入学説明会 ３年珠算大会

１２ 木 ２８ 土

１３ 金 児童集会 PTA本部役員会 ２９ 日

１４ 土 ３０ 月

１５ 日 ３１ 火

１６ 月 児童朝会 ４年県庁見学 ６年プログラミング学習

２月の主な行事予 ３月の主な行事予定

２(木) ６年旭丘中学校入学説明会 ３(金) ６年生を送る会

１７(金) ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ･学級懇談会 ２３(木) 令和４年度卒業式

２０(月) ハートフル弁当 ２４(金) 令和４年度修了式

(※現時点での予定です。感染防止対応等で変更になるかもしれません。)

「ウサギ」の数え方(数詞)ですが、「ウサギ」は四つ足の動物ですから、普通だったら

一匹二匹と数えるはずなのに、なぜか一羽二羽と数えることになっています。これにつ

いて諸説あるので、一度みなさん、なぜそう数えるようになったのか調べてみて下さい。


